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競
技
人
口
の
減
少
と
安
全
性
が

叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
競
技
人
口
を
増
加
さ
せ

ら
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
り
安
全
な
競
技
に
な
る
か
が
柔

道
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

県
西
部
地
区
に
お
い
て
は
、
協
会

諸
先
輩
方
の
甚
大
な
努
力
と
地
区

協
会
役
員
の
先
生
方
の
協
力
で
、

競
技
人
口
の
減
少
も
少
な
く
、
ま

た
大
き
な
事
故
も
無
く
落
ち
着
い

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も

協
会
役
員
や
柔
道
指
導
者
の
ご
尽

力
の
御
蔭
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
柔
道
全
体
・

県
全
体
を
見
渡
す
と
競
技
人
口
は

確
実
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
な

ぜ
競
技
人
口
の
減
少
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
減
少
の
要
因
の
一
つ

に
、「
怪
我
の
多
さ
」
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
も
大
学
２
年
の
時
に
同
級
生

が
、
講
道
館
の
紅
白
試
合
に
お
い

て
試
合
中
に
内
股
を
掛
け
俗
に
言

う
「
首
を
突
っ
込
む
」
状
態
に
な

り
、
首
の
第
３
頚
椎
・
第
４
頚
椎

の
骨
折
脱
臼
を
起
こ
し
た
事
故
に

遭
遇
し
ま
し
た
。
彼
の
そ
の
後
の

人
生
は
、
全
身
麻
痺
の
状
態
で
寝

た
き
り
で
し
た
。
幾
度
か
見
舞

い
に
行
き
ま
し
た
が
、
人
工
呼

吸
器
を
着
け
、
元
気
だ
っ
た
頃
の

面
影
を
失
っ
た
姿
を
見
る
た
び
に

悲
し
く
・
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
様
な
事
故

が
、
今
年
も
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
報
道
さ
れ
る
の
を
多
く
見

聞
き
致
し
ま
し
た
。

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
柔
道

は
、
あ
る
程
度
の
危
険
と
は
隣
り

あ
わ
せ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
も

指
導
者
の
末
席
に
身
を
置
く
一
人

と
し
て
「
多
く
の
部
員
に
試
合
を

経
験
さ
せ
た
い
」「
勝
利
の
味
を

味
あ
わ
せ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、
初
心
者
に
未
熟
と
知
り
つ

つ
試
合
に
参
加
さ
せ
た
事
が
あ
り

ま
し
た
。
幸
い
に
大
き
な
怪
我
も

せ
ず
「
無
事
」
に
終
わ
り
、
事
な

き
を
得
ま
し
た
。
こ
の
「
無
事
」

が
、
こ
の
次
は
「
大
丈
夫
」
と
云

う
考
え
に
変
化
し
て
、そ
し
て「
怪

我
な
ど
は
し
な
い
」
と
云
う
気
持

ち
に
な
り
、
自
信
過
剰
の
考
え
を

持
つ
様
に
な
っ
た
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
選
手
の
中
に

は
大
な
り
小
な
り
の
怪
我
を
し
た

者
が
お
り
ま
し
た
。
こ
の
怪
我
も
、

一
種
の
事
故
だ
と
今
振
り
返
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

本
来
の
武
道
と
し
て
の
柔
道
は
、

礼
節
を
重
ん
じ
、
相
手
を
思
い
尊

ぶ
と
同
時
に
自
分
自
身
の
身
を
守

る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
勝
負
の
勝
ち
負
け
の
前
に
礼

節
や
相
手
を
尊
ぶ
事
や
感
謝
の
気

持
ち
な
ど
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
が
基
本
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
本
来
の
一
本
を
取
る
柔

道
を
目
指
し
、
瞬
時
の
技
に
対
応

す
る
受
身
を
身
に
付
け
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

一
本
を
取
る
柔
道
や
瞬
時
の
技
に

対
応
す
る
受
身
は
、
多
く
の
経
験

の
中
か
ら
身
に
付
け
る
も
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
体
験
の
場
所

を
試
合
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、

稽
古
に
お
い
て
作
り
上
げ
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
指
導
者
と
し
て
、
選
手
の
一

本
を
取
る
柔
道
や
瞬
時
の
技
に
対

応
す
る
受
身
の
動
作
を
見
極
め
、

段
階
的
に
稽
古
相
手
を
変
え
さ
せ
、

怪
我
の
な
い
選
手
を
育
成
す
る
事

が
大
き
な
使
命
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
武
道
本
来

の
柔
道
を
目
指
し
心
身
共
に
成
長

さ
せ
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間

育
成
が
「
柔
道
」
の
大
き
な
役
割

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
柔
道
競

技
人
口
の
増
加
に
も
大
き
く
関
わ

る
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
巻
頭
言
】

よ
り
安
全
な
柔
道
を
目
指
し
て

静
岡
県
柔
道
協
会　

副
会
長　

六
段
　
左
　
口
　
直
　
人
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国 体 報 告

第
65
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 

報
告

　

平
成
22
年
度
第
65
回
千
葉
国
体
の
様
子
を
監
督
を
務

め
た
静
岡
県
警
察
の
渡
辺
達
也
氏
か
ら
報
告
し
て
も
ら

う
。

　

第
六
十
五
回
国
民
体
育
大
会
柔
道

競
技
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

か
ら
三
日
の
間
、
千
葉
県
成
田
市
の

サ
ウ
ン
ド
ハ
ウ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
八
月
に
開
催
さ
れ
た
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
成
年
女
子
及
び
少

年
男
女
が
敗
退
し
た
た
め
、
成
年
男

子
の
み
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
体
重
別
で
行
う
五
人
の

団
体
戦
で
行
わ
れ
、
静
岡
県
は
、
二

回
戦
か
ら
の
出
場
で
過
去
十
年
で
二

回
の
優
勝
実
績
の
あ
る
埼
玉
県
と
の

対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

過
去
三
年
と
も
五
位
入
賞
を
懸
け

た
三
回
戦
で
惜
敗
し
て
い
る
だ
け
に

今
年
こ
そ
は
と
選
手
一
丸
と
な
っ
て

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

○
先
鋒
（
60
㎏
以
下
）

　

漆
畑　

良
（
東
海
大
学
）

　

組
手
の
上
手
い
相
手
に
自
分
の
い

い
と
こ
ろ
を
持
た
せ
て
も
ら
え
ず
、

後
退
し
た
と
こ
ろ
を
２
回
指
導
を
受

け
る
。
後
半
攻
め
る
も
時
間
切
れ
と

な
る
。

○
次
鋒
（
73
㎏
以
下
）

　

眞
野
洋
光
（
静
岡
県
警
察
）

　

試
合
巧
者
の
相
手
で
あ
っ
た
が
開

始
二
分
五
十
秒
、
相
手
の
右
内
股
を

透
か
す
よ
う
に
し
て
か
わ
し
切
れ
味

鋭
く
逆
に
投
げ
返
す
。
審
判
合
議
と

な
る
が
技
あ
り
を
与
え
ら
れ
そ
の
ま

ま
試
合
終
了
。
公
式
記
録
の
決
ま
り

技
は
「
内
股
」。

○
中
堅
（
90
㎏
以
下
）

　

滝
川
英
克
（
国
士
舘
大
学
）

　

先
鋒
同
様
な
か
な
か
自
分
の
組
手

に
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、
左
小
外
掛
で

惜
し
い
場
面
も
あ
っ
た
が
、
２
回
の

指
導
を
受
け
敗
退
。

○
副
将
（
90
㎏
超
）

　

齊
藤
和
仁
（
静
岡
県
警
察
）

　

前
半
積
極
的
に
攻
め
立
て
指
導
が

相
手
に
与
え
ら
れ
る
も
後
半
守
り
に

回
り
、
開
始
三
分
に
大
外
刈
で
技
あ

り
を
奪
わ
れ
そ
の
ま
ま
時
間
切
れ
、

チ
ー
ム
は
３
敗
目
を
喫
す
る
。

○
大
将
（
無
差
別
）

　

増
田
圭
省
（
静
岡
県
警
察
）

　

今
年
か
ら
静
岡
県
警
察
と
し
て
全

国
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
増
田
選
手

は
、
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け
、
開
始

一
分
十
秒
相
手
の
技
を
受
け
止
め
、

裏
投
で
技
あ
り
を
奪
い
勝
利
す
る
。

　

試
合
は
二
対
三
で
敗
れ
た
も
の
の

強
豪
の
埼
玉
県
相
手
に
一
進
一
退
の

試
合
を
繰
り
広
げ
、
国
体
の
舞
台
で

静
岡
県
の
強
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
勝
利
す
る
に
は
、

い
か
に
早
く
組
勝
ち
、
い
か
に
早
く

相
手
よ
り
先
に
技
を
仕
掛
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
、
攻
撃
柔
道
に
徹
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
精
進
を
重
ね
最
強
・
最
高
の

チ
ー
ム
作
り
に
励
み
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
平
成
二
十
三
年
の
活
躍
を

誓
い
、
大
会
結
果
の
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

（
文
責　

渡
辺
達
也
）

総 監 督 野田昭一 静岡県柔道協会理事長
総 務 勝呂良三 吉原商業高校教諭
トレーナー 鈴木千春 内村はりきゅう治療院

監 督 渡辺達也 静岡県警察
コ ー チ 大村恭一 静岡県警察
先 鋒 漆畑　良 東海大学４年
次 鋒 眞野洋光 静岡県警察
中 堅 滝川英克 国士舘大学４年
副 将 齊藤和仁 静岡県警察
大 将 増田圭省 静岡県警察

静岡県 ２ 対 ３ 埼玉県

先　鋒 漆　畑 指導２ 田　中

次　鋒 眞　野 内　股 赤　迫

中　堅 滝　川 指導２ 手　塚

副　将 齊　藤 大外刈 新　井

大　将 増　田 裏　投 濵　島

静岡県チーム

成年男子メンバー

試合中の眞野選手
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第
31
回
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
22
年
８
月
22
日　

大
垣
武
道
館

静
岡
県
選
手
団

総
監
督　

野
田
昭
一

　

 

（
静
岡
県
柔
道
協
会
強
化
委
員
長
）

審
判
員　

米
山
安
基
夫
七
段（
静
岡
県
警
察
）

審
判
員　

渡
辺
達
也
七
段（
静
岡
県
警
察
）

審
判
員　

大
村
恭
一
六
段（
静
岡
県
警
察
）

少
年
女
子

監　

督　

西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ　

磯
部
拡
美
（
庵
原
高
校
教
諭
）

選　

手　

神
山
結
理
（
市
立
沼
津
高
校
）

　

〃　
　

村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
）

　

〃　
　

岩
崎
光
希
（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

補　

欠　

伊
藤
美
麗
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　

〃　
　

村
山
の
ど
か
（
市
立
沼
津
高
校
）

少
年
男
子

監　

督　

小
柳
津
敬
博
（
東
海
大
翔
洋
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ　

宮
本
昌
人
（
常
葉
高
校
教
諭
）

選　

手　

加
賀
谷
太
郎
（
藤
枝
明
誠
高
校
）

　

〃　
　

伊
久
美　

新
（
静
岡
学
園
高
校
）

　

〃　
　

細
川
敦
大
（
浜
松
商
業
高
校
）

　

〃　
　

渡
辺　

漢
（
浜
松
商
業
高
校
）

　

〃　
　

鈴
木
翔
也
（
浜
松
商
業
高
校
）

補　

欠　

黒
川
誠
司
（
新
居
高
校　
　

　

〃　
　

石
田　

亘
（
浜
松
商
業
高
校
）

　

〃　
　

田
中
健
登
（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

　

〃　
　

長
嶋　

司
（
静
岡
学
園
高
校
）

　

〃　
　

村
山　

拓
（
市
立
沼
津
高
校
）

成
年
女
子

監　

督　

勝
呂
良
三（
吉
原
商
業
高
校
教
諭
）

選　

手　

鈴
木
香
澄
（
名
城
大
学
）

　

〃　
　

岩
澤
胡
桃
（
愛
知
産
業
大
学
）

　

〃　
　

土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

結
果

　

成
績
は
成
年
女
子
２
分
け
１
敗
で

３
位
、
少
年
男
子
は
３
敗
で
４
位
、

少
年
女
子
は
１
勝
２
敗
で
３
位
だ
っ

た
。
１
位
の
み
が
本
大
会
出
場
権
を

得
ら
れ
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
出
場

権
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

 

平
成
22
年
５
月
９
日
（
日
）

　

 

静
岡
県
武
道
館

　

今
年
度
の
柔
道
祭
が
５
月
９
日

（
日
）、
静
岡
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
他
の
大
会
と
の
関
係
で
例
年
よ

り
少
し
遅
れ
た
時
期
で
の
開
催
と

な
っ
た
。
小
学
生
の
部
か
ら
一
般
の

部
ま
で
県
内
の
柔
道
愛
好
家
が
一
堂

に
集
ま
る
唯
一
の
大
会
と
な
っ
て
い

る
。

　

恒
例
の
柔
道
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、

特
別
功
労
賞
４
名
、
永
年
功
労
賞
３

名
、
功
労
賞
３
名
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。

　

形
の
競
技
に
は
投
げ
の
形
・
護
身

術
の
形
各
２
組
、
固
め
の
形
・
柔
の

形
・
五
の
形
・
古
式
の
形
各
１
組
が

参
加
さ
れ
、
日
頃
鍛
え
た
形
を
披
露

し
て
く
れ
た
。

　

形
に
続
い
て
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

高
校
男
子
の
１
回
戦
が
６
会
場
で
実

施
さ
れ
、
そ
の
後
各
会
場
で
各
部
の

試
合
が
行
わ
れ
た
。
例
年
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
、
決
勝
戦
ま
で
熱
気

あ
ふ
れ
る
試
合
が
行
わ
れ
た
。
試
合

結
果
や
表
彰
者
は
以
下
の
通
り
。

平
成
22
年
度
静
岡
県
柔
道
協
会
表
彰

《
特
別
功
労
賞
》

　
　
　
　

七
段　
　

石
黒
金
次

　
　
　
　

七
段　
　

風
岡
儀
一

　
　
　
　

六
段　

故
橋
本　

章

　
　
　
　

五
段　
　

大
石
鐵
夫

《
永
年
功
労
賞
》

　
　
　
　

七
段　
　

栗
原
孝
雄

　
　
　
　

六
段　
　

芝
原
健
夫

　
　
　
　

五
段　
　

森
下　

修

《
功
労
賞
》

　
　
　
　

五
段　
　

稲
葉
清
吉

　
　
　
　

三
段　
　

猪
原
生
男

　
　
　
　

二
段　
　

桑
山
和
夫

第
52
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績

団
体
成
績

小
学
校
の
部

　

１
位　

育
誠
館

　

２
位　

大
仁
柔
道
会

　

３
位　

静
岡
錬
心
館

　

３
位　

神
士
館

中
学
校
の
部
（
男
子
）

　

１
位　

静
岡
学
園
中
学

　

２
位　

東
海
大
翔
洋
中
学

　

３
位　

高
台
中
学

　

３
位　

藤
枝
明
誠
中
学

中
学
校
の
部
（
女
子
）

　

１
位　

大
仁
柔
道
会

　

２
位　

神
士
館

　

３
位　

東
海
大
翔
洋
中
学

　

３
位　

藤
枝
順
心
中
学

高
校
の
部
（
男
子
）

　

１
位　

浜
松
商
業
高
校

　

２
位　

静
岡
学
園
高
校

　

３
位　

加
藤
学
園
高
校

　

３
位　

市
立
沼
津
高
校

高
校
の
部
（
女
子
）

　

１
位　

藤
枝
順
心
高
校

　

２
位　

東
海
大
翔
洋
高
校

　

３
位　

浜
松
商
業
高
校

　

３
位　

静
岡
学
園
高
校

一
般
の
部

　

１
位　

静
岡
産
業
大
学
Ａ

　

２
位　

静
岡
産
業
大
学
Ｂ

　

３
位　

富
士
市
柔
道
会

　

３
位　

韮
山
柔
道
教
室

優
秀
選
手

小
学
校
の
部

　

長
屋　

友
（
育
成
館
）

　

溝
口　

透
（
大
仁
柔
道
会
）

中
学
校
の
部
（
男
子
）

　

佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
中
学
）

　

矢
萩
大
貴
（
東
海
大
翔
洋
中
学
）

中
学
校
の
部
（
女
子
）

　

吉
長
桃
子
（
神
士
館
）

　

渡
辺
明
里
（
大
仁
柔
道
会
）

高
校
の
部
（
男
子
）

　

鈴
木
翔
哉
（
浜
松
商
業
高
校
）

　

伊
久
美　

新
（
静
岡
学
園
高
校
）

高
校
の
部
（
女
子
）

　

松
川
美
世
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　

岩
崎
光
希（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

一
般
の
部

　

濱
浦
祐
貴（
静
岡
産
業
大
学
Ａ
）

　

伊
藤
陽
介（
静
岡
産
業
大
学
Ｂ
）

講
道
館
柔
道
「
形
」
最
優
秀

投
の
形

取　

渡
部
成
也
（
静
岡
県
警
察
）

受　

荒
木
孝
介
（
静
岡
県
警
察
）

固
の
形

取　

川
島
伸
夫（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

受　

伊
藤
厚
志（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

柔
の
形

取　

白
井
康
二（
湖
西
市
体
育
協
会
）

受　

白
井
恵
子（
湖
西
市
体
育
協
会
）

講
道
館
護
身
術

取　

黒
田
英
樹（
県
柔
道
整
復
師
会
）

受　

渡
邉
武
彦（
藤
枝
柔
道
ク
ラ
ブ
）

第52 回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催

）
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柔
道
教�

室

　

 

６
月
５
日
（
土
）

　

 

浜
北
総
合
体
育
館

講
師　

 

村
田
正
夫
六
段　

び
わ
こ
成
蹊

ス
ポ
ー
ツ
大
学
柔
道
部
監
督

　
　
　

 

金
野　

潤
五
段　

日
本
大
学
柔

道
部
監
督

　

14
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
挨
拶

や
講
師
紹
介
に
続
き
講
師
の
講
話
が

行
わ
れ
た
。

五
の
形

取　

西
島
温
行（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

受　

磯
部
正
博（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

古
式
の
形

取　

渡
辺
達
也
（
静
岡
県
警
察
）

受　

小
野
瀬
康
行
（
静
岡
県
警
察
）

�

７
月
10
日
（
土
）

 

静
岡
県
武
道
館

　

例
年
以
上
に
大
学
生
の
出
場
が
多

く
、
盛
り
上
が
り
を
感
じ
た
大
会
で

あ
っ
た
。
特
に
、
90
㎏
級
で
友
愛
道

場
の
滝
川
選
手
が
準
決
勝
で
長
く
本

県
の
柔
道
会
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

小
椋
選
手
（
静
岡
県
警
察
）
を
破
り
、

そ
の
勢
い
で
決
勝
で
も
同
じ
大
学
生

の
山
下
選
手
（
東
洋
大
）
に
勝
ち
優

勝
し
た
の
は
見
事
で
あ
っ
た
。
こ
の

大
会
の
結
果
を
参
考
に
県
国
体
チ
ー

ム
が
編
成
さ
れ
た
。

　

静
岡
県
柔
道
協
会
優
秀
選
手
表
彰

式
が
11
月
27
日
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
オ
静

岡
で
例
年
通
り
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
新
人
選
手
紹

介
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
て
い
る
以

下
の
選
手
で
あ
る
。佐
藤
和
哉
君（
静

岡
学
園
中
学
校
）
第
41
回
全
国
中
学

校
柔
道
大
会
男
子
個
人
選
90
㎏
級
準

優
勝
、
滝
川
真
央
さ
ん
（
沼
津
市
立

原
中
学
校
）
第
41
回
全
国
中
学
校
柔

道
大
会
女
子
個
人
選
70
㎏
超
級
３
位
、

吉
澤
駿
君
（
静
岡
学
園
高
等
学
校
）

第
59
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
柔
道
競
技
男
子
個
人
66
㎏
級
３
位
、

井
口
采
美
さ
ん
（
浜
松
商
業
高
校
）

第
59
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
柔
道
競
技
女
子
個
人
57
㎏
級
３
位

の
４
人
で
す
。

　

安
齊
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
各
選

手
を
表
彰
し
た
。
最
後
に
選
手
を
代

表
し
て
佐
藤
君
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

集
合
写
真
を
撮
影
し
た
後
閉
会
し
た
。

第
２２
回
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯

　
中
部
少
年
柔
道
大
会

静
岡
県
成
年
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
国
体
選
手
候
補
選
考
会
）

柔
道
協
会

優
秀
選
手
表
彰

第
32
回
全
国
高
等
学
校

柔
道
選
手
権
大
会

�

３
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

 

日
本
武
道
館

男
子
団
体　

浜
松
商
業
高
校

 

２
回
戦
敗
退

女
子
団
体　

藤
枝
順
心
高
校

 

５
位

男
子
個
人

60
㎏
級

　

吉
澤　

駿
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

73
㎏
級

　

石
田　

亘
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

81
㎏
級

　

石
井
都
百
希
（
日
大
三
島
高
校
）

 

５
位

90
㎏
級

　

細
川
敦
大
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

無
差
別
級

　

南
口
優
太
（
加
藤
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

女
子
個
人

52
㎏
級

　

神
山
結
理
（
市
立
沼
津
高
校
）

 

５
位

57
㎏
級

　

松
川
美
世
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

５
位

63
㎏
級

　

原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

70
㎏
級

　

清　

貴
凛
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

３
回
戦
敗
退

無
差
別
級

　

中
村　

優
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

３
回
戦
敗
退

第
25
回
全
日
本
女
子
選
手
権
大
会

�

４
月
18
日
（
日
）

 

横
浜
文
化
体
育
館

　

岡
田
紘
味
（
東
海
・
静
岡
産
大
）

�

初
戦
敗
退

　

講
話
に
続
い
て
各
講
師
か
ら
得
意

技
の
披
露
と
実
技
指
導
が
行
わ
れ
た
。

大
会

　

 

６
月
６
日
（
日
）

　

 

浜
北
総
合
体
育
館

　

岐
阜
県
の
少
年
大
会
と
日
程
が
重

な
り
岐
阜
の
参
加
チ
ー
ム
が
少
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
中
部
地
区
の

精
鋭
が
集
ま
り
、
全
国
大
会
出
場
を

目
指
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
静
岡

県
内
チ
ー
ム
も
頑
張
り
、
静
岡
学
園

中
学
と
東
海
大
学
翔
洋
中
学
が
全
国

大
会
出
場
を
決
め
た
。

優秀選手を囲んで

実技指導中の村田先生

表彰された４選手
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平
成
22
年
度

静
岡
県
大
学
高
専
春
季
大
会

 
５
月
３
日
（
月
・
祝
）

 
静
岡
市
北
部
体
育
館

団
体
の
部　
　

優
勝

　

静
岡
産
業
大
学
Ｂ

個
人
の
部

81
㎏
超
級　
　

優
勝

　

内
田
武
三
士
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
以
下
級　

優
勝

　

遠
藤　

仁
（
静
岡
産
業
大
学
）

66
㎏
以
下
級　

優
勝

　

久
田
章
太
（
東
海
大
学
）

女
子
の
部　
　

優
勝

　

福
澤
玲
美
（
静
岡
産
業
大
学
）

無
段
の
部　
　

優
勝

　

石
川　

貢
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
）

関
東
警
察
柔
道
大
会

 

６
月
24
日
（
木
）

 

関
東
管
区
警
察
学
校

団
体
戦

　

Ｂ
組　

準
優
勝　

静
岡
県
警
察

東
海
形
選
手
権
大
会

 

７
月
４
日
（
日
）

 

大
垣
武
道
館

投
の
形

　

取
五
段　

渡
部
成
也

　

受
五
段　

荒
木
孝
介 

３
位

固
の
形

　

取
四
段　

川
島
伸
夫

　

受
四
段　

伊
藤
厚
志 

４
位

極
の
形

　

取
五
段　

森
下
良
男

　

受
五
段　

高
林
祐
介 

４
位

柔
の
形

　

取
七
段　

白
井
康
二

　

受
四
段　

白
井
恵
子 

３
位

講
道
館
護
身
術

　

取
七
段　

黒
田
英
樹

　

受
五
段　

渡
邉
武
彦 

４
位

古
式
の
形

取
七
段　

渡
辺
達
也

受
七
段　

小
野
瀬
康
行 

２
位

東
海
ジ
ュ
ニ
ア
試
合
成
績

 

７
月
11
日
（
日
）

 

大
垣
武
道
館

１
位
選
手
は
全
国
大
会
に
出
場

全
国
大
会
９
月
18
日（
土
）19
日（
日
）

埼
玉
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級

　

鈴
木
優
希
（
常
葉
学
園
橘
高
校
）
１
位

�

全
国
大
会
初
戦
敗
退

60
㎏
級

　

大
木
恭
介
（
静
岡
学
園
高
校
） 

４
位

66
㎏
級

　

南
口
優
太
（
加
藤
学
園
高
校
） 

１
位

�

全
国
大
会
２
回
戦
敗
退

73
㎏
級

　

伊
久
美　

新
（
静
岡
学
園
高
校
） 

２
位

81
㎏
級

　

芹
沢
孝
哉
（
市
立
沼
津
高
校
） 

４
位

90
㎏
級

　

関
根
龍
成
（
静
岡
産
業
大
学
） 

３
位

100
㎏
級

　

宿
輪
幸
治
（
静
岡
産
業
大
学
） 

４
位

100
㎏
超
級

　

鈴
木
翔
哉
（
浜
松
商
業
高
校
） 

３
位

女
子

44
㎏
級

　

星
名
志
保
（
浜
松
商
業
高
校
） 

３
位

48
㎏
級

　

伊
藤
未
麗
（
藤
枝
順
心
高
校
） 

２
位

52
㎏
級

　

神
山
結
理
（
市
立
沼
津
高
校
） 

３
位

57
㎏
級

　

長
嶋
麻
未
（
市
立
沼
津
高
校
） 

２
位

63
㎏
級

　

原
田
佑
花
（
静
岡
学
園
高
校
） 

１
位

�

全
国
大
会
初
戦
敗
退

70
㎏
級

　

清　

貴
凛
（
浜
松
商
業
高
校
） 

３
位

78
㎏
級

　

村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
） 

２
位

78
㎏
超
級

　

中
村　

優
（
藤
枝
順
心
高
校
）�

１
位

�
全
国
大
会
初
戦
敗
退

第
35
回
全
国
教
員
柔
道
大
会

 

８
月
１
日
（
日
）

 

山
口
県
萩
市
萩
市
民
体
育
館

１
回
戦

　

静
岡
２

－

３
沖
縄

監
督　

須
田
直
之
（
清
水
東
高
校
）

先
鋒　

田
力
秋
洋
（
下
田
高
校
）

次
鋒　

山
崎
大
介
（
磐
田
南
高
校
）

中
堅　

井
口
往
彦
（
浜
北
西
高
校
）

副
将　

高
田
幸
治
（
城
南
静
岡
高
校
）

大
将　

大
場
章
吾
（
沼
津
商
業
高
校
）

全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会

 

８
月
８
日
（
日
）
～
12
日
（
木
）

 

沖
縄
県
立
武
道
館

男
子
団
体

　

静
岡
学
園
高
校 

初
戦
敗
退

女
子
団
体

　

静
岡
学
園
高
校 

初
戦
敗
退

男
子
個
人

60
㎏
級

　

黒
川
誠
司
（
新
居
高
校
）

 

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

66
㎏
級

　

吉
澤　

駿
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

第
３
位

73
㎏
級

　

石
田　

亘
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

81
㎏
超
級

　

石
井
都
百
希
（
日
大
三
島
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

90
㎏
級

　

細
川
敦
大
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

第
５
位
（
ベ
ス
ト
８
）

100
㎏
級

　

渡
辺　

漢
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

100
㎏
超
級

　

鈴
木
翔
哉
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

女
子
個
人

48
㎏
級

　

伊
藤
美
麗
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

第
５
位
（
ベ
ス
ト
８
）

52
㎏
級

　

神
山
結
理
（
市
立
沼
津
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

57
㎏
超
級

　

井
口
采
美
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

第
３
位

63
㎏
級

　

原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

70
㎏
級

　

村
山
の
ど
か
（
市
立
沼
津
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

78
㎏
級

　

村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

78
㎏
超
級

　

中
村　

優
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

　
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

 

８
月
19
日
（
木
）
～
22
日
（
日
）

 

松
江
市
総
合
体
育
館

男
子
団
体
戦
（
予
選
リ
ー
グ
）

　

静
岡
学
園
中
学
校　

３

－

２

 

高
尾
台

　

静
岡
学
園
中
学
校　

４

－

０

 

大
正
東
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決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

静
岡
学
園
中
学
校　

１

－

４

 

国
士
舘

女
子
団
体
戦
（
予
選
リ
ー
グ
）

　

東
海
大
翔
洋
中
学
校　

０

－

３

 

大
刀
洗

　

東
海
大
翔
洋
中
学
校　

３

－

０
 

秦
荘

男
子
個
人
戦

55
㎏
級

　

小
林
駿
平
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

60
㎏
級

　

梅
澤
真
仁
（
東
海
大
翔
洋
中
学
校
）

 

２
回
戦
敗
退

66
㎏
級

　

高
田
拓
海
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

３
回
戦
敗
退

73
㎏
超
級

　

星
野
圭
祐
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

２
回
戦
敗
退

81
㎏
級

　

植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
高
台
中
学
校
）

 

２
回
戦
敗
退

90
㎏
級

　

佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

準
優
勝

90
㎏
超
級

　

清
水
圭
三
郎
（
藤
枝
明
誠
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

女
子
個
人
戦

44
㎏
級

　

繁
田
青
夏
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

48
㎏
級

　

鈴
木　

楓
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

52
㎏
超
級

　

田
中
茉
衣
（
浜
松
高
台
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

57
㎏
級

　

渡
辺
明
里
（
大
仁
中
学
校
）

 

２
回
戦
敗
退

63
㎏
級

　

佐
藤
幸
世
（
市
立
沼
津
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

70
㎏
級

　

遠
田
真
子
（
東
海
大
翔
洋
中
学
校
）

 
第
５
位
（
ベ
ス
ト
８
）

70
㎏
超
級

　

滝
川
真
央
（
沼
津
原
中
学
校
）

 
第
３
位

第
７
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

 

８
月
22
日
（
日
）

 

北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

５
年
男
子
45
㎏
級

　

伊
藤
柚
汰
（
育
誠
館
） 

２
回
戦

　
　
　
　

45
㎏
超
級

　

渡
辺
将
一
（
錬
心
館
） 

ベ
ス
ト
16

５
年
女
子
40
㎏
級

　

鶴
巻　

実
（
神
士
館
） 

２
回
戦

　
　
　
　

40
㎏
超
級

　

井
上
明
日
香
（
神
士
館
） 

２
回
戦

６
年
男
子
50
㎏
級

　

杉
本
誠
太
（
藤
枝
柔
倶
） 

２
回
戦

　
　
　
　

50
㎏
超
級

　

岩
倉
優
輝
（
大
東
柔
ク
） 

２
回
戦

６
年
女
子
45
㎏
級

　

菅
谷
友
紀
（
育
誠
館
） 

ベ
ス
ト
16

　
　
　
　

45
㎏
超
級

　

嘉
地
唯
花
（
藤
枝
柔
倶
） 

ベ
ス
ト
８

平
成
22
年
度

全
国
警
察
柔
道
大
会

 

９
月
16
日
（
木
）

 

日
本
武
道
館

　

第
２
部　

準
優
勝　

静
岡

第
27
回
静
岡
県

大
学
高
専
柔
道
秋
季
大
会

 

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

 

静
岡
市
北
部
体
育
館

団
体
の
部　

優
勝

　

静
岡
産
業
大
学
Ａ

個
人
の
部

81
㎏
超
級　

優
勝

　

岡
田
拓
磨
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
級　
　

優
勝

　

大
木　

翔
（
静
岡
産
業
大
学
）

66
㎏
級　
　

優
勝

　

今　

関
人
（
静
岡
産
業
大
学
）

女
子
の
部　

優
勝

　

栗
田
実
季
（
静
岡
産
業
大
学
）

無
段
の
部　

優
勝

　

花
城
拓
史
（
沼
津
高
専
）

第
59
回
全
国
青
年
大
会

柔
道
競
技
大
会

11
月
13
日
（
日
）

講
道
館
大
道
場

静
岡
県
代
表　

浜
北
柔
道
協
会

個
人
戦　

無
差
別
級

　

優
　
勝　

井
口
信
彦

　
準
優
勝　

本
田
真
敏

73
㎏
級

　

４
位　

高
林
裕
樹

団
体
戦　

１
回
戦

　

静
岡
県
対
福
岡
県　

２
対
②

（
代
表
戦
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
負
け
）

高
校
新
人
戦
の
結
果

 

平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）

 

県
武
道
館

男
子
個
人
戦　

60
㎏
級
優
勝

　

吉
竹
尚
城
（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

73
㎏
級
優
勝

　

立
川
功
大
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

81
㎏
級
優
勝

　

田
中
健
登
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

90
㎏
級
優
勝

　

山
本
雄
也
（
浜
松
商
業
高
校
）

無
差
別
級
優
勝

　

森
田
悠
斗
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

女
子
個
人

52
㎏
級
優
勝

　

岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級
優
勝

　

松
川
美
世
（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級
優
勝

　

原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

70
㎏
級
優
勝

　

村
山
の
ど
か
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

無
差
別
級
優
勝

　

中
村
優
（
藤
枝
順
心
高
校
）

３
月
20
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

男
・
女
団
体
戦

 

平
成
23
年
１
月
22
日
（
土
）

 

県
武
道
館

男
子
団
体
戦
優
勝　

静
岡
学
園
高
校

女
子
団
体
戦
優
勝　

藤
枝
順
心
高
校

３
月
21
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

   

平
成
23
年
２
月
12
日

 

県
武
道
館

　

静
岡
県
柔
道
選
手
権
大
会
で
増
田

圭
省
選
手
（
静
岡
県
警
察
）
が
優
勝
し
、

２
位
の
小
椋
俊
彦
選
手
（
静
岡
県
警
察
）

と
と
も
に
、
東
海
予
選
に
出
場
す
る
。

女
子
は
、
村
瀬
由
樹
選
手
（
静
岡
学

園
高
）、
村
山
の
ど
か
選
手
（
沼
津
市
立

高
）
が
出
場
す
る
。

   

平
成
23
年
２
月
27
日

 

県
武
道
館

　

優
勝　

静
岡
錬
心
館

　

平
成
23
年
５
月
４
・
５
日
に
講
道

館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
。

速
報　

静
岡
県
柔
道
選
手
権
大
会

速
報　

少
年
柔
道
団
体
選
手
権
大
会
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平
成
22
年
度

「
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
報
告

日
時　

平
成
22
年
５
月
14
日
（
金
）

場
所　

講
道
館

  

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン�

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
趣
旨

　

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
部
会
長

�

寺
澤
豊
志

　

各
都
道
府
県
の
活
動
に
関
す
る
情

報
交
換
、
問
題
点
の
確
認
、
今
後
の

活
動
計
画
を
考
え
る
場
、
機
会
に
し

て
ほ
し
い
と
の
趣
旨
説
明
が
さ
れ
た
。

  

開
講
講
演 

「
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
目
指
し
た

も
の
」

筑
波
大
学
名
誉
教
授　

中
村
良
三
氏

　

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
が
始

ま
っ
た
経
過
、
活
動
の
目
指
す
事
柄

に
つ
い
て
最
初
に
唱
え
た
中
村
良
三

先
生
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

  

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
事
例
発
表 

山
形
県
柔
道
連
盟

神
奈
川
県
柔
道
連
盟

富
山
県
柔
道
連
盟

　

過
去
に
表
彰
さ
れ
た
県
の
活
動
内

容
が
各
県
の
担
当
者
か
ら
説
明
さ
れ

た
。

  

意
見
交
換
会
Ⅰ 

ブ
ロ
ッ
ク
別
討
論
会
（
北
信
越
・
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
に
参
加
）

　

各
県
の
活
動
内
容
を
説
明
し
、
今

後
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
討
論

を
し
、
課
題
や
解
決
法
を
考
え
た
。

  

ブ
ロ
ッ
ク
別
討
論
会
発
表 

　

６
ブ
ロ
ッ
ク
の
討
議
の
内
容
が
発

表
さ
れ
た
。

  

１
日
目
の
感
想 

　

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
に
つ
い

て
は
当
然
知
っ
て
い
る
し
、
活
動
も

し
て
い
た
が
、
今
回
改
め
て
そ
の
出

発
の
様
子
を
当
事
者
か
ら
説
明
を
受

け
て
活
動
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

特
に
、
各
都
道
府
県
で
の
「
組
織

作
り
」
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い

た
が
、
静
岡
県
で
は
広
報
普
及
委
員

会
の
宮
﨑
が
担
当
し
て
い
る
が
、
正

式
に
組
織
だ
っ
て
活
動
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
の
課
題
だ
と
思
う
。

現
実
的
に
は
広
報
普
及
委
員
会
内
に

分
野
ご
と
に
担
当
者
を
決
め
組
織
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

各
都
道
府
県
で
実
施
し
て
い
る
内

容
に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
で
も
実
施

柔道ルネッサンス宣言２０１０
１．�指導者自らが襟を正し、「己を完成し、
世を補益する」ことを実践します。

１．�理にかなった技の習得、「一本」をと
る柔道を目指します。

１．�老若男女が親しめる、安全に配慮し
た柔道の普及・発展に努めます。

１．�美しい礼、正しいマナーで、品格あ
る柔道人を育てます。

平成 22年 5月 15日
柔道ルネッサンス特別委員会

し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
挨
拶

の
中
で
行
わ
れ
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に

関
連
し
た
ス
ピ
ー
チ
な
ど
は
、
多
少

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
所
も
あ
り
、

今
後
の
課
題
と
感
じ
た
。

　

 

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
10
年
間
の

歩
み
と
今
後
の
課
題

　

講
道
館
企
画
室
長

�

古
志
田　

憲
一
氏

　

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
と
し
て

取
り
組
ん
だ
内
容
を
時
系
列
で
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
へ
の

課
題
を
提
示
さ
れ
た
。

  

基
調
講
演 

「
柔
道
を
通
し
た
人
つ
く
り
」　　
　

　

�

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
特
別
委
員
会

委
員
長　

東
海
大
学
教
授

�

山
下　

泰
裕
氏

　

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
に
対
す

る
山
下
氏
の
思
い
を
語
ら
れ
た
。
最

初
に
ご
自
身
の
柔
道
や
指
導
者
と
の

出
会
い
（
中
学
校
時
代
の
白
石
氏
、

高
校
大
学
時
代
の
佐
藤
氏
）
を
通
し

て
学
ば
れ
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
次

に
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
を
始
め

ら
れ
た
経
過
を
話
さ
れ
、
活
動
の
目

指
す
所
を
語
ら
れ
た
。

　

全
日
本
ク
ラ
ス
の
選
手
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
の
裏

話
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
分
り
や

す
く
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
の
意
義
を

語
ら
れ
た
。

  

意
見
交
換
会
Ⅱ 

テ
ー
マ
別
討
論
会

第
１
分
科
会
参
加
「
柔
道
が
持
つ
教

育
的
価
値
の
伝
え
方
は
」

　

最
初
に
柔
道
の
持
つ
価
値
と
は
何

か
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
参
加
者
が

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
指
導
を
し
、
価
値

を
感
じ
て
い
る
か
を
話
し

合
い
①
技
術
・
体
力
向
上

面
で
の
価
値
②
伝
統
文
化

的
な
価
値
③
人
間
教
育
・

人
つ
く
り
の
面
で
の
価
値

が
考
え
ら
れ
た
。

　

伝
え
る
場
と
し
て
は
、

学
校
（
中
学
校
・
高
校
）

柔
道
「
体
育
授
業
時
の
柔

道
・
部
活
動
時
の
柔
道
」、

道
場
で
の
柔
道
「
少
年
柔

道
・
一
般
柔
道
」、
警
察
、

社
会
人
（
企
業
）
が
考
え

ら
れ
る
。

　

指
導
者
は
、
嘉
納
先
生
の
教
え
を

正
し
く
理
解
し
、
生
徒
・
子
ど
も
・

保
護
者
に
し
っ
か
り
伝
え
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
、
練
習
や
試
合
で
の
事

故
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
な
ど
が
各

自
の
体
験
に
基
づ
き
話
さ
れ
た
。

  

討
論
会
報
告 

　

５
つ
の
分
会
か
ら
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
宣
言
２
０
１
０

　

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
部
会
会
長　

�

寺
澤　

豊
志

フォーラムに参加した田辺・山下氏
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静
岡
県
柔
道
協
会
主
催
平
成
22
年

度
柔
道
教
養
講
座
「
嘉
納
師
範
に
学

ぶ
」
を
平
成
22
年
11
月
６
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館
で
開
催
し
た
の
で
そ

の
様
子
を
報
告
す
る
。

　

静
岡
県
柔
道
協
会
主
催
、
静
岡
県

教
育
委
員
会
・
静
岡
県
武
道
協
議
会
・

静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
後
援
で
柔

道
教
養
講
座
「
嘉
納
師
範
に
学
ぶ
」

を
開
催
し
た
。
開
催
の
趣
旨
は
「
平

成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
中
学
校

武
道
（
柔
道
）
必
修
化
を
機
会
に
、

原
点
で
あ
る
嘉
納
治
五
郎
師
範
が
起

こ
し
た
講
道
館
柔
道
に
つ
い
て
学

び
、
も
っ
て
日
本
の
伝
統
文
化
と
し

て
の
柔
道
の
武
道
的
・
体
育
的
・
教

育
的
意
義
を
再
確
認
し
、
県
内
柔
道

人
の
指
導
力
向
上
に
資
す
る
。」（
実

施
要
綱
よ
り
）
で
あ
る
。
講
師
に
は

村
田
直
樹
先
生
（
講
道
館
図
書
資
料

部
長
・
日
本
武
道
学
会
理
事
長
・
講

道
館
七
段
）
を
お
迎
え
し
た
。
高
校

生
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
指
導
者
ま
で
県
内

各
地
か
ら
１
２
０
名
の
柔
道
人
が
出

席
し
た
。
午
前
中
の
講
話
「
柔
道
史

概
論
」
に
続
い
て
午
後
は
「
柔
道
を

語
る
、柔
道
の
良
さ
と
今
日
的
課
題
」

と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

１
．�

講
演
「
嘉
納
治
五
郎
師
範
に
学
ぶ

　

�

－

私
達
は
柔
道
を
ど
の
よ
う
に
理

解
し
て
お
け
ば
よ
い
の
か

－
」　

　

村
田
先
生
自
作
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
や
資
料
を
用
い
な
が
ら
講
演
が
開

始
さ
れ
た
。

　

資
料
の
目
次
は
次
の
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
た
。

Ⅰ
．
柔
道
の
誕
生
→
５
つ
の
理
由

⇔

　
　

４
つ
の
疑
問
と
１
つ
の
感
嘆

Ⅱ
．
普
及
の
契
機
→
警
視
庁
武
術
大

　
　

会
の
勝
利

Ⅲ
．
創
始
者
の
横
顔
→
本
人
・
家
族
・

　
　

知
人
・
門
人
・
外
国
人
等
の
声

Ⅳ
．
制
度
行
事
の
整
備
→
形
・
五
教

　
　

 

の
技
・
試
合
・
段
位
・
鏡
開
式

等

Ⅴ
． 
修
行
者
数
→
Ｋ
Ｄ
Ｎ
・
Ａ
Ｊ
Ｊ

　

Ｆ
・
Ｉ
Ｊ
Ｆ

Ⅵ
．
武
道
の
禁
止
か
ら
競
技
ス
ポ
ー

　
　

 

ツ
と
し
て
復
活
→
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
へ

の
道

Ⅶ
．
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
原
理　

　
　

→
Ｓ
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｓ

Ⅷ
．
武
道
教
育
の
技
と
心
→
心
の
中

　
　

身
は
少
な
く
と
も
３
つ
あ
る

Ⅸ
．
修
行
か
ス
ポ
ー
ツ
か
→
発
祥
国

　
　

の
宿
命
と
知
恵

Ⅹ
．
現
代
社
会
論
→
期
待
さ
れ
る
国

　
　

士
の
育
成

　

最
初
に
歴
史
を
研
究
す
る
場
合
、

共
通
に
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
直
接
体
験
で

き
な
い
の
で
常
に
「
あ
や
し
い
」
と

い
う
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
、
②
今

回
の
講
義
で
は
嘉
納
師
範
本
人
の
記

録
を
基
に
し
て
考
察
し
て
い
く
、
の

２
点
が
強
調
さ
れ
、
今
日
の
講
演
も

「
鵜
呑
み
」
に
し
な
い
で
ほ
し
い
と

研
究
者
ら
し
く
語
ら
れ
た
。

　

前
半
は
柔
道
成
立
の
歴
史
が
語
ら

れ
た
。
特
に
４
つ
の
疑
問
と
１
つ
の

感
嘆
と
い
う
話
は
面
白
く
説
得
力
が

あ
っ
た
。「
柔
の
理
」だ
け
で
な
く「
心

身
の
力
を
も
っ
と
も
有
効
に
使
う
こ

と
」
を
柔
道
の
原
理
と
す
る
話
は
新

鮮
で
あ
り
納
得
で
き
た
。

　

ま
た
、
嘉
納
先
生
が
長
年
書
か
れ

て
い
た
英
文
の
日
記
が
存
在
し
、
そ

の
解
読
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

は
じ
め
て
知
っ
た
。
早
く
研
究
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

戦
後
、
学
校
武
道
が
禁
止
さ
れ
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
復
活
し
、
Ｊ

Ｕ
Ｄ
Ｏ
へ
と
発
展
し
て
い
く
と
こ
ろ

の
解
説
も
興
味
深
か
っ
た
。

　
「
武
道
教
育
の
技
と
心
」
で
は
、

特
に
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
さ
れ
た
。

①
運
動
に
伴
う
心
、
②
勝
負
に
即
し

た
心
、
③
伝
統
の
心
、
の
３
つ
で
あ

る
が
、
柔
道
を
指
導
す
る
立
場
の
も

の
と
し
て
は
は
っ
き
り
と
意
識
し
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
だ
と
感

  
ま
と
め 

　

全
日
本
柔
道
連
盟
専
務
理
事

�

小
野
沢　

弘
史

修
了
書
授
与

  

２
日
目
の
感
想 

　

正
し
い
柔
道
（
嘉
納
先
生
が
考
え

ら
れ
た
）
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
指

導
者
や
保
護
者
に
伝
え
て
い
か
な
い

と
、
児
童
・
生
徒
に
は
伝
わ
っ
て
い

か
な
い
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か
を
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
限
ら
れ

た
条
件
の
中
で
難
し
い
こ
と
で
は
あ

る
が
、
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
で

も
や
る
し
か
な
い
と
思
う
。
静
岡
県

で
も
組
織
作
り
を
行
い
、
ス
ピ
ー
チ

活
動
の
充
実
を
考
え
て
い
き
た
い
。

柔
道
教
養
講
座

　
　「
嘉
納
師
範
に
学
ぶ
」
報
告

じ
た
。

　
「
修
行
か
ス
ポ
ー
ツ
か
」
で
は
、

日
本
は
柔
道
発
祥
の
国
と
し
て
宿
命

が
あ
り
、
知
恵
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
の
解
説
が
な
さ
れ
た
。
特
に
ル
ー

ル
に
つ
い
て
、
村
田
先
生
は
講
道
館

柔
道
試
合
審
判
規
定
と
Ｉ
Ｊ
Ｆ
規
定

の「
す
み
分
け
」を
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　

柔
道
の
目
的
に
関
し
て
村
田
先
生

は
「
国
士
の
育
成
で
あ
る
」
こ
と
を

強
調
さ
れ
た
。
戦
後
65
年
の
中
で
自

己
中
心
的
な
態
度
や
目
に
余
る
マ

ナ
ー
違
反
が
日
常
的
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

改
善
す
る
の
に
武
道
教
育
が
役
立
つ

の
で
は
な
い
か
と
提
案
さ
れ
た
。

２
．
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　

村
田
直
樹
先
生

パ
ネ
リ
ス
ト

　

安
齊
悦
雄

 

（
静
岡
県
柔
道
協
会
会
長
）

　

田
中
秀
幸（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

　

溝
口
紀
子

 

（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
准
教
授
）

　

伊
藤
武
治

 

（
県
立
浜
松
東
高
等
学
校
教
頭
）

　

川
合
達
彦

 

（
浜
松
市
立
麁
玉
中
学
校
教
諭
）

司　

会

　

佐
々
木
秀
男

 

（
静
岡
県
柔
道
協
会
事
務
局
長
）

講師の村田直樹先生
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静
岡
県
少
年
柔
道
連
絡
協
議
会
が

主
催
し
、
浜
松
市
消
防
局
の
協
力
を

得
て
平
成
22
年
９
月
５
日
浜
松
市
武

道
館
で
救
急
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

指
導
者
30
名
、
選
手
２
２
０
名
、
父

兄
50
名
の
３
０
０
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
講
習
会
の
様
子
を
西
部
地
区
の

菅
谷
和
彦
さ
ん
に
報
告
し
て
い
た
だ

く
。

　

今
年
は
県
内
の
函
南
町
・
隣
県
長

野
県
で
中
学
柔
道
の
活
動
中
に
痛
ま

し
い
事
故
が
起
こ
り
、
柔
道
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
危
険
予

知
と
危
険
回
避
義
務
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
る
「
柔
道
の
安
全
指
導
」
の

冊
子
が
全
柔
連
か
ら
出
さ
れ
た
。
指

導
者
に
は
事
故
直
後
に
適
切
に
対
応

す
る
事
や
、
安
全
に
関
す
る
知
識
や

正
し
い
救
急
法
の
知
識
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
で
の
武
道

必
修
化
の
完
全
実
施
も
あ
り
、
指
導

者
は
柔
道
の
事
故
防
止
に
努
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
中
、
今
回
そ
の
対
応
策
の

一
つ
と
し
て
救
急
講
習
会
が
実
施
さ

れ
た
。
浜
松
市
消
防
局
の
協
力
を
得

て
、
消
防
士
４
名
に
指
導
を
お
願
い

し
た
。
具
体
的
に
は
、
救
急
車
到
着

前
の
応
急
処
置
を
行
う
上
で
の
注
意

点
や
処
置
の
仕
方
を
実
演
を
交
え
て

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
脳
し
ん
と

う
の
回
復
後
に
再
度
頭
部
を
打
つ
と

病
状
が
重
大
に
な
り
や
す
い
こ
と
や
、

首
の
骨
折
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
処
置

の
仕
方
な
ど
小
学
生
に
も
分
り
安
く

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
や
、
熱
中
症
へ
の

対
策
方
法
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
い

救
急
講
習
会
開
催

３
．�
受
講
者
の
感
想
・
意
見
（
一
部

　

抜
粋
）

　

・ 
２
年
ほ
ど
前
か
ら
授
業
で
教

え
る
た
め
に
柔
道
を
学
ん
で
い

る
。
ま
だ
月
日
も
浅
く
柔
道
を

よ
く
知
ら
な
い
の
で
、
生
徒
に

教
え
る
に
あ
た
っ
て
き
ち
ん
と

学
び
た
い
と
日
々
思
っ
て
い
た
。

（
略
）
今
回
嘉
納
師
範
の
思
い

や
講
道
館
柔
道
の
成
り
立
ち
な

ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
指
導
し

や
す
く
な
っ
た
。

　

・ 

今
回
の
よ
う
な
講
座
が
大
切

だ
と
考
え
る
。
単
な
る
技
術
力

の
強
化
の
み
の
追
及
で
は
な
く
、

柔
道
思
想
を
き
ち
ん
と
身
に
付

け
る
こ
と
が
柔
道
家
の
使
命
と

も
考
え
る
。

　

・ 

今
回
は
指
導
者
が
対
象
だ
っ
た

が
、
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学

生
・
一
般
の
柔
道
愛
好
家
等
に

も
聞
か
せ
た
い
内
容
も
多
か
っ

た
。
機
会
が
あ
れ
ば
多
く
の
方

が
参
加
で
き
る
講
習
会
を
お
願

い
し
た
い
。

４
．
ま
と
め

　

午
前
の
講
義
で
講
道
館
柔
道
の
成

り
立
ち
と
そ
の
価
値
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
午
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
今
静
岡

県
で
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か

改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
平

成
22
年
５
月
14
日
・
15
日
に
東
京
で

開
催
さ
れ
た
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
嘉
納
先
生
の
教
え

を
正
し
く
理
解
し
伝
え
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
た
が
、
今
回

改
め
て
そ
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

各
県
で
も
競
技
力
向
上
は
当
然
や

ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
し
か
し

柔
道
の
さ
ら
な
る
普
及
と
発
展
の
為

に
は
、
今
回
の
様
な
講
座
を
実
施
し
、

指
導
者
が
柔
道
の
心
を
学
び
伝
え
て

い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
講

道
館
で
も
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
も
っ
と
詳
し
く
話
を
聞
き
た

い
と
思
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
無

か
っ
た
と
思
う
。
貴
重
な
講
義
を
し

て
い
た
だ
い
た
村
田
先
生
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
。

　

受
講
し
た
指
導
者
の
感
想
と
し
て

は
次
の
様
な
も
の
が
あ
っ
た
。

・ 

今
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・ 

子
ど
も
た
ち
も
何
か
あ
れ
ば
早
め

に
連
絡
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

・ 

身
近
で
起
こ
り
う
る
こ
と
な
の
で

気
を
引
き
締
め
て
対
処
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　

多
く
の
指
導
者
が
継
続
的
に
こ
の

様
な
講
習
会
を
開
催
し
て
欲
し
い
と

い
う
希
望
を
持
っ
て
い
た
。
多
く
の

指
導
者
が
受
講
し
、
子
ど
も
た
ち
も

受
講
す
れ
ば
、
事
故
や
そ
の
後
の
悪

化
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

村田先生を囲んで

講習会の様子

実技指導の様子
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県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　

昭
和
47
年
４
月
に
柔
道
会
が
発
足

し
て
現
在
ま
で
38
年
の
永
き
に
亘
り

継
続
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
６
年
生
が
卆
業
し
ま
す
と
、
来
年

度
は
団
体
戦
が
組
め
な
く
成
り
苦
慮

し
て
お
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
か
ら
、
小
、
中
、
高
校
生
、

一
般
の
方
で
柔
道
に
興
味
を
お
持
の

方
は
是
非
参
加
お
願
い
し
ま
す
。
練

習
日
は
、
月
曜
、
金
曜
日
は
北
中
、

水
曜
日
は
長
泉
中
の
両
道
場
に
於
い

て
、
午
後
７
時
か
ら
９
時
迄
練
習
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
共
、
上
部
団
体
の
先
生
旁
の

指
導
を
仰
ぎ
、
精
進
努
力
し
て
参
り

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

＊
写
真
説
明

　

平
成
21
年
夏

　

古
賀
稔
彦
先
生
柔
道
教
室
に
参
加

　

御
殿
場
市

　

国
立
中
央
青
年
の
家
に
於
い
て

⑥
道
場
紹
介

　

昭
和
46
年
よ
り
開
催
さ
れ
た
町
柔

道
教
室
（
指
導
者
：
平
井
弥
一
郎
、

佐
野
光
弘
）
が
本
会
の
始
ま
り
。
そ

の
後
当
時
の
平
井
喜
久
夫
町
長
、
加

藤
寿
津
實
８
段
を
中
心
に
柔
道
愛
好

者
が
集
い
、
柔
道
教
室
を
発
展
解
消

し
、
昭
和
51
年
６
月
現
在
の
組
織
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
の
育
成
、
柔
道
愛
好
者

の
活
動
の
場
と
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
子
供
を
筆
頭
に
、
こ
こ
で

柔
道
を
習
い
指
導
者
に
な
っ
た
、
社

会
人
に
な
っ
て
始
め
た
、
帰
省
し
た

の
で
顔
を
出
す
学
生
、
い
ろ
い
ろ
な

世
代
が
共
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　

清
水
体
育
協
会
柔
道
部
か
ら
、

静
岡
市
・
清
水
市
合
併
に
伴
い

２
０
０
３
年
４
月
よ
り
清
水
柔
道
倶

楽
部
に
名
称
を
変
更
し
、
継
続
し
て

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

活
動
場
所
は
、
火
・
木
・
土
曜
日

東
海
大
学
翔
洋
高
校
柔
道
場
、
水
曜

日
は
清
水
武
道
館
に
て
、
午
後
７
時

か
ら
９
時
ま
で
幼
児
か
ら
小
学
生
・

中
学
生
と
和
気
藹
々
の
中
、
大
声
を

出
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、
苦
し
さ
も

味
わ
え
る
練
習
を
し
、
他
県
へ
の
遠

征
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
御
家
庭
は
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
見
学
し
に
来
て

下
さ
い
。

道
場
紹
介
①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数

長泉柔道会

清水町柔道会

清水柔道倶楽部

②長泉町立長泉中学校、
　長泉北中学校
③〒 411-0944
　駿東郡長泉町竹原 109の１
　☎ 055− 986 − 7745
④永田正義
⑤小学生 15 人　中学生５人　
　大学・社会人 10人

②駿東郡清水町堂庭 287− 1
　清水町体育館内
③〒 410-0022�
　沼津市大岡 3890
　☎ 055 − 922 − 8787
④宮本達夫
⑤児童１人　小学生 32人
　大学・社会人 29人

②静岡市清水区折戸３− 20−１
　東海大翔洋高校
③〒 424-0858
　静岡市清水区大沢町６−１
　☎ 054− 352 − 8915
④山梨公良
⑤児童７人　小学生 18人
　中学生７人　大学・社会人６人
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⑥
道
場
紹
介

　

私
達
は
平
成
20
年
か
ら
静
岡
安
東

中
学
を
拠
点
に
毎
週
３
回
月
・
水
・

金
曜
日
、
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

歴
史
は
浅
い
も
の
の
私
達
の
道
場

に
は
故
西
田
亀
九
段
直
筆
の
「
勇
魂

美
技
」
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

西
田
先
生
の
魂
と
と
も
に
一
人
で

も
多
く
、
地
域
の
人
々
に
柔
道
に
触

れ
て
頂
け
る
よ
う
創
意
工
夫
し
て
お

り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
安
東
中
学
柔
道
部
は

来
年
度
か
ら
廃
部
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
近
い
将
来
の
部
活
動
復

活
と
子
供
た
ち
の
進
む
道
を
切
り
拓

く
た
め
、
更
な
る
情
熱
と
使
命
感
を

も
っ
て
元
気
よ
く
柔
道
普
及
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

随
時
新
規
入
会
者
を
募
っ
て
お
り

ま
す
。
初
心
者
・
経
験
者
・
老
若
男

女
を
問
い
ま
せ
ん
。

⑥
道
場
紹
介

　

三
ヶ
日
少
年
少
女
柔
道
教
室
は
昭

和
50
年
に
三
ヶ
日
体
協
柔
道
部
の
牧

野
晴
行
氏
が
中
心
と
な
り
三
ヶ
日
町

内
へ
の
柔
道
の
幅
広
い
普
及
と
青
少

年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
発
足
し

ま
し
た
。
当
初
は
三
ヶ
日
中
学
の
柔

⑥
道
場
紹
介

　

今
年
で
創
立
38
周
年
を
迎
え
る
豊

田
柔
道
ク
ラ
ブ
は
現
在
、
幼
児
～
小

学
生
27
人
・
中
学
生
～
一
般
38
人
の

団
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
練
習
は

毎
週
火
・
金
曜
日
で
、
幼
児
～
小
学

生
は
７
時
か
ら
１
時
間
半
、
中
学
生

～
一
般
は
８
時
30
分
か
ら
１
時
間
程

度
で
す
が
、
元
気
に
楽
し
く
武
道
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

柔
道
の
修
練
を
通
じ
て
、
た
だ
柔

道
が
強
く
な
る
事
だ
け
で
な
く
、「
礼

儀
正
し
く
、
仲
間
を
大
切
に
し
て
何

に
で
も
頑
張
れ
る
子
」
を
目
標
に

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
礼
儀
や
あ
い
さ
つ
を
大

切
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
柔
道
協
会
役
員
・
各
道
場
の
皆

様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

道
場
を
借
り
て
練
習
し
て
い
ま
し
た

が
平
成
５
年
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン

後
、
２
階
の
柔
道
場
に
て
練
習
し
て

お
り
ま
す
。

　

練
習
日
は
毎
週
火
・
土
曜
日
の
Ｐ

Ｍ
７
：
30
～
Ｐ
Ｍ
９
：
00
で
、
幼
児

か
ら
一
般
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
一

緒
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
近
年
柔
道

教
室
の
卒
業
生
が
親
と
な
り
、
子
供

と
一
緒
に
練
習
へ
参
加
し
て
く
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

しぞ～か城北柔士会

三ヶ日少年少女柔道教室

豊田柔道クラブ

②静岡市葵区安東三丁目 13　
　安東中学校柔道場
③〒 420-0886
　静岡市葵区大岩一丁目３− 30（兵藤）
　☎ 054− 248 − 3618
④杉山元彦
⑤児童３人　小学生 30人　中学生５人
　高校生６人　大学・社会人 14人

②浜松市北区
　三ヶ日町都筑 3116 − 24
③〒 431-1415
　浜松市北区三ヶ日町岡本 1764
　☎ 053 − 525 − 0666
④外山幸久
⑤児童２人　小学生８人　中学生５人
　大学・社会人 10人

②静岡県磐田市立野 200
　（豊田南中学校）
③〒 438-0831
　静岡県磐田市上新屋 16−３
　☎ 0538 − 35− 0202
④鈴木敏幸
⑤児童１人　小学生 26人　中学生８人
　高校生２人　大学・社会人 27人
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新人選手紹介コーナー新人選手紹介コーナー
　今年度もこのコーナーで紹介できる選手がでました。全国大会で３位までに入賞した若い選手を紹介している

コーナーですが、今年度は４名の選手を紹介することができます。

　第４１回全国中学校柔道大会男子９０kg級で準優勝した佐藤和哉君（静岡学園中学校）、同じく第４１回中学校

柔道大会女子７０kg超級で３位に入賞した滝川真央さん（沼津市立原中学校）、第５９回全国高等学校総合体育大

会柔道競技男子６６kg級で３位に入賞した吉澤駿君（静岡学園高等学校）、そして最後は第５９回全国高等学校総

合体育大会柔道競技女子５７kg級で３位入賞を果たした井口采美さん（静岡県立浜松商業高等学校）です。　例

年女子選手が活躍する例が多かったのですが昨年は男子選手が頑張り、今年も男女半分ずつとなりました。

◎
第
41
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

　

男
子
90
㎏
級
準
優
勝

　

佐
藤
和
哉
君
が
柔
道
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
「
父
と
何
と
な
く
練
習

を
見
に
行
っ
た
こ
と
」
だ
そ
う
で
す

が
、
そ
の
後
の
努
力
が
報
わ
れ
て
今

回
の
全
国
大
会
準
優
勝
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
佐
藤
君
は
準
優

勝
に
も
「
嬉
し
さ
よ
り
も
悔
し
さ
の

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
次
は
勝
て

る
よ
う
に
も
っ
と
努
力
し
た
い
」
と

前
向
き
に
入
賞
の
感
想
を
語
っ
て
い

ま
す
。　

指
導
者
か
ら
は
「
こ
の
成

績
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一

層
の
成
長
を
願
っ
て
い
る
。
柔
道
を

通
し
て
心
身
共
に
大
き
な
選
手
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
第
41
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

　

女
子
70
㎏
超
級
３
位
入
賞

　

滝
川
真
央
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
「
兄
が
友
愛
道
場
に

入
っ
た
の
で
一
緒
に
入
り
ま
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
、
お
兄
さ
ん
に
誘
わ

れ
た
よ
う
で
す
。
全
国
大
会
３
位
入

賞
の
感
想
は
「
最
後
の
試
合
で
負
け

て
３
位
だ
っ
た
け
ど
、
全
部
出
し
切

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
悔
し
か
っ
た

け
ど
３
位
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
全

国
大
会
で
初
め
て
入
賞
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
素
直
に
感
想
を

語
っ
て
い
ま
す
。「
将
来
は
世
界
で

活
躍
で
き
る
選
手
に
な
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
警
察
官
に
な
り
柔
道
を

続
け
た
い
」
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

指
導
者
か
ら
は
「
し
っ
か
り
組
ん

◎
第
59
回
全
国
高
等
学
校

　

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

　

男
子
66
㎏
級
３
位
入
賞

で
か
ら
技
を
か
け
る
練
習
を
し
、
メ

ン
タ
ル
面
で
の
強
化
も
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
き
た
事
の
成
果
が
出
た
も

の
と
思
う
。
本
人
が
納
得
で
き
た
こ

と
が
良
か
っ
た
と
思
う
」
と
い
う
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
顧
問
の
先
生
か
ら
は
「
全
国
大

会
優
勝
を
目
指
し
道
場
で
練
習
し
て

き
た
成
果
が
今
回
の
成
績
に
つ
な

が
っ
た
と
思
う
。
苦
戦
し
な
が
ら
も

勝
ち
進
み
、
優
勝
ま
で
後
一
歩
と
い

う
と
こ
ろ
で
負
け
て
し
ま
っ
て
も
、

涙
を
流
さ
ず
堂
々
と
し
て
い
る
姿
は

と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

佐

藤

和

哉 

君

（
静
岡
学
園
中
学
校
）

滝

川

真

央 

さ
ん

（
沼
津
市
立
原
中
学
校
）

吉

澤

 

駿 

君

（
静
岡
学
園
高
等
学
校
）
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◎
第
59
回
全
国
高
等
学
校

　

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

　

女
子
57
㎏
級
３
位
入
賞

　

井
口
采
美
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
「
い
と
こ
が
柔
道
を
し

て
い
て
、
自
分
も
や
り
た
い
と
思
っ

た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
全
国
大
会
３
位
入
賞
に
つ
い
て

は
「
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
初

戦
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年

は
初
戦
突
破
を
目
標
と
し
て
い
た
の

で
、
３
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
で
も
驚
き
も
あ
り
ま
し
た
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
一
緒
に
練
習
し
て

く
れ
た
チ
ー
ム
の
仲
間
、
先
生
、
先

輩
方
や
家
族
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
謙
虚
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
大
学
に
進
学
す
る
予
定
だ

そ
う
で
す
。顧
問
の
先
生
か
ら
は「
ひ

た
む
き
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
選
手
で
す
。
現
在
も

大
学
進
学
に
備
え
、
手
を
抜
く
こ
と

な
く
勉
学
と
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
柔
道
の
実
力
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
と
き
よ
り
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
、
井
口
さ

ん
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
お
褒
め
の
言

葉
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
澤
駿
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
小
学
生
の
と
き
に
親
に
勧

め
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
全
国
大
会
３
位
入
賞
の
感
想

は
「
楽
し
ん
で
試
合
を
し
て
い
た
ら

結
果
が
出
て
い
た
。
こ
れ
は
今
ま
で

や
っ
て
き
た
練
習
の
成
果
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
準
決
勝
で
負
け
た
の
は
悔

し
か
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
、

大
学
で
も
全
力
で
柔
道
を
続
け
た
い

と
思
っ
た
」
と
今
後
の
進
路
も
含
め
、

積
極
的
な
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し

た
。
全
国
大
会
レ
ベ
ル
で
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

指
導
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
先
も

高
い
目
標
を
持
っ
て
、
練
習
稽
古
に

臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

井

口

采

美 

さ
ん

（
静
岡
県
立
浜
松
商
業
高
等
学
校
）

　

静
岡
県
武
道
協
議
会
が
創
設
さ
れ

て
10
周
年
と
な
り
、
平
成
23
年
１
月

８
日
（
土
）
県
武
道
館
に
て
記
念
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
東
海
大

学
の
山
下
泰
裕
先
生
だ
っ
た
。
県
内

の
武
道
愛
好
家
が
集
ま
り
山
下
先
生

の
ご
講
演
を
聞
き
、
そ
の
後
、
各
団

体
（
柔
道
・
剣
道
・
空
手
等
９
団
体
）

の
演
舞
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

山
下
先
生
は
柔
道
と
の
出
会
い
と

柔
道
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
具
体
的
に
話

し
を
し
て
く
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
に
も
十
分
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思

う
。

　

特
に
柔
道
関
係
者
に
は
講
演
後
忙

し
い
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
く

な
ど
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
良

い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　

午
後
の
演
舞
に
は
西
部
地
区
の
道

場
連
盟
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
、
座
礼
か
ら
始
ま
り
打
ち
込

み
や
受
身
・
乱
取
り
等
を
披
露
し
、

最
後
に
投
げ
の
形
を
演
じ
て
く
れ
た
。

参
加
団
体
中
の
最
後
の
演
舞
で
あ
り
、

き
び
き
び
し
た
動
作
で
見
事
に
全
体

を
引
き
締
め
て
く
れ
た
。

武
道
協
議
会
　
創
設
10
周
年
武
道
始
め

　

柔
道
し
ず
お
か
第
14
号
を
お
届
け

し
ま
す
。
今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
事

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
る

の
は
村
田
先
生
の
柔
道
教
養
講
座
の

開
催
で
し
た
。
嘉
納
先
生
が
始
め
ら

れ
た
講
道
館
柔
道
の
歴
史
を
初
め
て

体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
柔
道
を
学
ぶ
も
の
は
一
度

は
先
生
の
講
義
を
聴
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

過
去
数
年
に
わ
た
り
柔
道
勧
誘
の

ポ
ス
タ
ー
を
広
報
普
及
委
員
会
と
し

て
作
製
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
中
止
し
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
ど

う
す
る
か
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
各
地
区
の
広

報
普
及
委
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

４
月
10
日
（
日
）
に
平
成
23
年
度

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
が
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会
の
日
本

代
表
選
考
会
で
す
。
カ
デ
と
は
、
平

成
23
年
中
に
15
～
16
歳
に
な
る
選
手

の
部
門
で
す
。
成
功
す
る
よ
う
静
岡

県
柔
道
協
会
全
体
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

山下先生を囲んで開会式の様子演武中の小学生

編

集

後

記
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竹
下
先
生
は
浜
松
農
工
業
高
等
学

校
（
現
浜
松
城
北
工
業
高
等
学
校
）

に
お
い
て
、
故
水
野
周
徳
先
生
に
師

事
さ
れ
た
後
、
浜
松
養
神
館
に
入
門

し
、
故
佐
藤
五
八
郎
先
生
（
八
段
）

の
教
え
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
以
降
、
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
指
導
員
を
務
め
ら
れ
、
平

成
４
年
12
月
に
浜
松
養
神
館
理
事
長

　
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日

　
行
年
六
十
六
歳

　
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

　
行
年
五
十
一
歳

故
　
竹

下

　

担

��

四
段

故
　
宮

本

武

幸

��

五
段

に
就
任
さ
れ
、
浜
松
養
神
館
の
運
営

と
後
進
の
指
導
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

浜
松
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
理
事
と

し
て
長
年
務
め
ら
れ
、
そ
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
表
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
静
岡
県
柔
道
協
会
西
部
地

区
の
幹
事
や
参
与
を
務
め
ら
れ
、
数

多
く
の
大
会
に
お
い
て
審
判
等
を
務

め
ら
れ
大
会
の
運
営
に
積
極
的
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
少

年
団
柔
道
の
育
成
に
そ
の
情
熱
を
注

が
れ
た
先
生
で
し
た
。

　

66
歳
と
い
う
若
さ
で
お
亡
く
な
り

に
な
り
、
今
後
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
と
て
も
残
念
で

す
。
謹
ん
で
竹
下
先
生
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
退
職
後
は
、
福
田
町
の
町
会
議

員
や
磐
田
市
の
市
議
会
議
員
と
な
り

政
治
の
世
界
で
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

柔
道
関
係
で
は
地
区
・
県
の
幹
事

等
を
務
め
ら
れ
る
と
共
に
、
磐
田
市

柔
道
協
会
会
長
、
柔
道
協
会
西
部
地

区
顧
問
、
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
師
範
な

ど
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

68
歳
と
い
う
若
さ
で
お
亡
く
な
り

に
な
り
、
今
後
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
と
て
も
残
念
で

す
。
謹
ん
で
西
島
先
生
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

大
塚
先
生
は
大
正
14
年
11
月
５
日

の
お
生
ま
れ
で
、旧
制
見
附
中
学（
現

磐
田
南
高
校
）
か
ら
岐
阜
大
学
に
進

ま
れ
、
卒
業
後
は
静
岡
県
公
立
高
校

の
教
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
の
授
業
を
担
当
さ
れ
、
磐
田
農

業
高
校
、
農
業
経
営
高
校
で
教
鞭
を

と
ら
れ
、
周
智
高
校
の
教
頭
先
生
と

し
て
昭
和
61
年
３
月
に
退
職
さ
れ
ま

し
た
。

　

柔
道
部
で
の
指
導
を
続
け
ら
れ
、

ご
退
職
後
は
、
西
部
地
区
柔
道
協
会

の
幹
事
と
し
て
主
に
事
務
処
理
を
担

当
さ
れ
、
地
区
の
協
会
運
営
を
長
く

支
え
て
い
た
だ
き
、
参
与
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。

　

柔
道
だ
け
で
な
く
、
野
球
や
駅
伝

等
の
ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
造
詣
が
深
く
、

ま
た
趣
味
で
短
歌
を
作
ら
れ
る
等
ま

さ
に
文
武
両
道
を
実
践
さ
れ
た
先
生

で
し
た
。

　

西
島
温
行
先
生
は
大
学
ご
卒
業
後

静
岡
県
公
立
高
校
の
体
育
科
教
員
と

し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
浜
松
商
業

高
校
、
浜
北
西
高
校
、
池
新
田
高
校
、

下
田
南
高
校
、
浜
松
江
ノ
島
高
校
、

磐
田
北
高
校
と
６
校
で
教
鞭
を
と
ら

れ
ま
し
た
。
柔
道
部
の
顧
問
と
し
て

多
く
の
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
し
、

全
国
大
会
に
多
く
の
選
手
・
チ
ー
ム

を
導
か
れ
ま
し
た
。
先
生
の
指
導
力

は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、

高
体
連
柔
道
部
西
部
地
区
委
員
長
、

高
体
連
柔
道
部
県
副
委
員
長
、
県
高

体
連
理
事
、
東
海
地
区
高
体
連
評
議

員
等
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
八
月
九
日

　
行
年
六
十
八
歳

故
　
西

島

温

行

��

七
段

　

宮
本
先
生
は
、
昭
和
46
年
に
引
佐

町
立
引
佐
南
部
中
学
校
に
入
学
さ
れ

柔
道
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
静
岡
県

立
引
佐
高
等
学
校
在
学
中
も
柔
道
部

訃 
報

　
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日
逝
去

　
行
年
八
十
四
歳

故
　
大

塚

　

馨

��

五
段

　

２
０
０
５
年
に
先
生
の
作
ら
れ
た

短
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

　「
生
き
得
た
る
奇
跡
の
ご
と
く
宵

闇
の
庭
に
白
百
合
の
花
暮
れ
残
る
」

 

（
磐
田
市
芸
術
祭
会
長
賞
受
賞
）

　

謹
ん
で
大
塚
先
生
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

で
活
躍
し
、
昭
和
52
年
卒
業
と
同
時

に
引
佐
町
士
道
会
に
入
り
、
引
佐
町

柔
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者

に
な
り
ま
し
た
。
引
佐
町
士
道
会
は

柔
道
と
剣
道
が
武
道
の
名
の
も
と
に

一
つ
に
な
っ
た
団
体
で
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
柔
道
を
担
当
し
、
30
年
以

上
に
わ
た
り
中
心
的
な
指
導
者
と
し

て
子
ど
も
た
ち
の
指
導
を
担
当
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
柔
道
協
会
で
は
西
部
地
区
の

幹
事
・
参
与
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
本
先
生
は
平
成
22
年
１
月
24
日

に
行
わ
れ
た
第
60
回
記
念
士
道
会
柔

剣
道
大
会
で
審
判
中
に
倒
れ
ら
れ
、

９
ヶ
月
間
の
闘
病
の
末
51
歳
と
い
う

若
さ
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
柔
道

を
こ
よ
な
く
愛
し
た
先
生
ら
し
く
、

三
十
数
年
間
選
手
と
し
て
出
場
し
、

二
十
数
年
間
引
佐
町
士
道
会
の
大
将

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
大
会
の
畳
の
上

で
倒
れ
ら
れ
た
の
が
せ
め
て
も
の
慰

め
で
す
。
心
よ
り
宮
本
先
生
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


